
45 29・10・1529・10・15

広
　
告
　
欄

定員 100床

定員 8床（他空床利用10床）

1日　25名

特     養

ショートステイ

デイサービス

居宅介護支援事業所

特養・ショートステイ デイサービス 居宅介護支援事業所

■住友不動産様 【清瀬市10月15日】　[1/2枠]　 縦52mm×横125mm　フルカラー　クレなし

御相談、ご予約、資料請求はお電話で。ホームページからもどうぞ！

新築そっくりさん 東京0120-813-750
www.sokkuri3.com

〒190-0003 立川市栄町6-1立飛ビル3号館 2階【立川ショールーム併設】
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◎築40年延6０坪のお宅が「新築そっくりさん」で蘇ります。　　　
◎子供との同居にあたり二世帯住宅にリフォームします。
◎窓と壁に断熱材を入れ、寒かったお家が冬暖かくなります。
◎一部、体に優しい珪藻土の塗り壁にします。
今後のリフォームの参考に是非お気軽にお越しください。

清瀬市中清戸1-454-102リフォーム内覧会場

10：00

16：0010 15 日

自家焙煎珈琲豆のお店

東京都清瀬市上清戸1- 8 -1 ハイムウッド北側1F Tel & Fax 042-497-9005

スタッフにお声かけ下さい
1. お好みの珈琲豆を選ぶ

グラムの数 ※150g又は250g
豆のままか、粉に挽くかお選び下さい

2. 数量を決める

焙煎完了まで10分程度です
3. その場で焙煎

yaya cof feeで豆を買おう!yaya cof feeで豆を買おう!yaya cof feeで豆を買おう!yaya cof feeで豆を買おう!

ya  ya cof fee

■小学校の運営
市民１人当たり9,035円
■中学校の運営
市民１人当たり10,922円
■図書館の運営
市民１人当たり3,343円

■ごみの処理
市民１人当たり
1万3,573円
■予防接種
市民１人当たり
2,211円

■議会の運営費など

市民１人当たり 3 万 8,789 円 市民１人当たり 2 万 2,484 円

市民１人当たり 2 万 6,948 円

教育費 28.9 億円

その他 20.0 億円

衛生費 16.8 億円

支出と収入の重要ポイントを解説

　市が行う仕事は、皆さんが納めた税金をはじめ、国や都の補助金、国・都などからの借入
金などをもとに行われています。平成28年度の決算の状況は、行政運営の基本的な事業を行
うための「一般会計」と国民健康保険などの特別な事業を行うための「特別会計」を合わせた
歳入（収入）の決算額が、491億6,390万円、歳出（支出） の決算額が、476億8,307万円 となり
ました。ここでは、平成28年度の一般会計でどのくらい収入があり、どのようなことに使わ
れたのかお知らせします。　　　                                 問合せ　財政課財政係☎042・497・1810

会計 歳入 歳出 差引額
一　般　会　計 298億8,322万円 288億3,851万円 10億4,471万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 97億3,731万円 96億4,324万円 9,407万円
下水道事業 12億7,924万円 12億4,525万円 3,399万円
駐車場事業 8,819万円 8,246万円 572万円
介護保険 63億8,054万円 60億8,418万円 2億9,636万円
後期高齢者医療 17億9,537万円 17億8,941万円 596万円
小計 192億8,067万円 188億4,455万円 4億3,611万円

合　計 491億6,390万円 476億8,307万円 14億8,082万円

一般会計・特別会計の決算状況
※
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●一般会計……福祉、教育、道路整備などの基本的な行政サービ
スを行うための会計のことです。
●特別会計……特定の目的のための会計で、保険料などの収入は、
その目的のための支出にしか充てることができません。清瀬市に
は左表のとおり、５つの特別会計があります。

 「一般会計」と「特別会計」	キーワード

市税 93.9 億円

国庫支出金  60.2 億円

都支出金 45.0 億円

地方交付税
37.6 億円

市債 14.6 億円

その他 47.5 億円

市民税・固定資
産税など

都からの補助金など

地域格差をなくすため国
が交付するお金

国・都などから借り
たお金

使用料・手数料など

決算額      298 億8,322 万円
市民一人当たり　401,063 円

歳入

31.4％

20.1％

15.1％

12.6％

4.9％
15.9％

国からの補助金など

民生費 160.1 億円

総務費 33.2 億円

教育費 28.9 億円

公債費 19.2 億円

衛生費 16.8 億円

福祉などにかかる費用

市役所の運営など

教育活動にかか
る費用

市 債（ 借 金 ）返 済
にかかる費用

健康、環境保全、ご
みの処理などにかか
る費用

決算額 288 億3,851 万円 市民一人当たり 387,042 円
歳出

消防費
10.2 億円

火災、地震などの
災害から市民を守
るための経費

その他 20.0 億円

目的別歳出 性質別歳出

55.6％

11.5％

10.0％

6.6％

5.8％
3.5％

7.0％
人件費 45.9 億円
職 員 の 給
与、社会保
険料など

15.9％

物件費 32.8 億円
物品の購入、光熱水
費、委託料など

11.4％

扶助費
105.0 億円
福祉などの手当・
給付にかかる費用

36.4％

繰出金 31.9 億円
一般会計から特
別会計に繰り出
されるお金

6.6％
補助費等
27.4 億円
市民団体への
補助金など

9.5％

公債費
19.2 億円
市 債（ 借 金 ）
の返済にかか
る費用

11.1％

普通建設事業費
15.7 億円
公共施設の工事な
どにかかる費用

5.5％
その他
10.5 億円
3.6％

　歳出（支出）の見
方として、使う目的
ごとに分類した「目
的別歳出」と、経済
的な性質ごとに分類
した「性質別歳出」
の２つがあります。
　目的別歳出は、ど
のような行政分野に
いくら使ったかを知
ることができます。
性質別歳出は、市の
財政運営や健全性、
市の施策を知ること
ができます。

「目的別歳出」と
「性質別歳出」

	キーワード

一般会計の内訳

平成28年度の主要事業の執行状況
▶安全でうるおいのある暮らしができるまち
◉小学校4校の通学路に防犯カメ
ラを設置
三小・七小・十小・清明小の見通しの
悪い通学路に各２台

172万円

◉防災器具（感震ブレーカー、ライ
トホイッスル）の配布 71万円

◉マンホールトイレの設置
災害用トイレとして六小・七小・四中に
５基ずつ

637万円

◉学童クラブ帰宅時の児童見守り業
務を実施
日没の早い11月～3月にかけて実施

576万円

◉防犯灯約1千基のLED化
4年計画の3年目。合計約4千基 2,9９9万円

▶子どもたちを健やかに育むまち
◉第三中学校校舎大規模改造事業
老朽化した校舎を大規模改造

4億3,065
万円

◉私立認可小規模保育所施設整備
補助
ピッコロルーム新設（定員11人）、ゆり
かごファーストスクール新設（定員18人）

3,831万円

◉梅園第3学童クラブ建設
児童数が多い六小区域に開設 3,974万円

◉特定不妊・不育症治療費助成事
業を実施
特定不妊症、不育症を抱える市民の負
担軽減のために新たに開始

111万円

◉親・子世帯近居支援事業を実施
引越し費用などを助成 119万円

◉神山公園広場芝生化改修工事
神山公園広場を新たに芝生化 3,164万円

▶豊かな自然と調和した住みやすく活気あるまち
◉都市農地保全支援プロジェクトを
実施
防災兼用井戸設置などへの助成

2,550万円

◉都市計画道路（東３・４・１７号線）
拡幅に向けた測量など
たから幼稚園交差点から志木街道まで
の区間の整備に向けて測量を実施

406万円

◉清瀬ひまわりフェスティバルを開催
無料シャトルバスを２台運行 386万円

◉六小前の歩道用地購入など
市道0115線の歩道整備など

1億5,174
万円

▶都市格が高いまち
◉シティプロモーションの推進
推進計画策定に向けた基礎調査、清瀬市をPRするブックカバー作成など 454万円

▶健幸でともに支え合うまち
◉生活困窮者自立促進支援事業を
実施
学習支援事業を新たに実施

1,436万円

◉成人歯科健診事業を実施
対象年齢を拡充。30歳から70歳までの
節目（5歳刻み）で実施

420万円

◉定期予防接種事業
平成28年10月からＢ型肝炎予防接種が
定期化

1億5,589
万円

◉健幸ポイント事業を実施
健康状態改善などに応じて、商品券など
と交換できるポイントを付与

1,549万円

目的別歳出を市民１人当たりの経費に置き換えると……

■保育園の運営
市民１人当たり35,969円
■学童クラブの運営
市民１人当たり2,778円
■児童センターの運営
市民１人当たり1,233円

■コミュニティバスの運営
市民１人当たり255円

市民１人当たり 21 万 4,928 円

市民１人当たり 4 万 4,565 円

消防費 10.2 億円

■消防活動の経費のために

市民１人当たり 1 万 3,627 円

公債費 19.2 億円

■市が借りた市債の返済のため

市民１人当たり 2 万 5,702 円

民生費 160.1 億円

総務費 33.2 億円

※市民１人当たりの額は、市の決算額を人
口（7万4,510人、平成29年1月1日現在）
で割って算出しています。

性質別歳出を家庭の家計簿に置き換えると……
収入（＝歳入） 支出（＝性質別歳出）

■給与
　（基本給＋諸手当）

・基本給（市税）

・諸手当

■家賃収入
　（使用料・手数料）

■雑収入
■貯金の引き出し
　（繰入金）

■ローン（市債）

■前月（年）から
　の繰越（繰越金）

■日常経費（人件費）

■医療費・保育費
　（扶助費）

■ローンの返済
　（公債費）

■日用品・光熱費
　（物件費）

■自治会費（補助費等）

■子どもへの仕送り

■雑費（維持補修費など）

■家の増改築費
　（普通建設事業費）

■貯金（積立金）

34万5,660円

12万6,089円

21万9,571円

4,477円

5,048円

１万1,497円

1万9,554円

1万4,827円

6万1,583円

14万968円

2万5,702円

４万3,991円

3万6,739円

4万2,792円

706円

2万1,095円

1万3,466円

1万4,021円

6万1,709円

13万5,093円

2万7,339円

４万3,132円

4万425円

4万2,836円

659円

1万8,350円

1万1,437円

1万4,827円

34万3,275円

12万3,972円

21万9,303円

4,619円

6,344円

１万1,676円

1万9,071円

1万822円

平成 28年度 平成28 年度平成 27 年度 平成 27 年度

（国・都支出金地
方交付税など）

　合計　　　　40万1,063円　39万5,807円     合計　　 　38万7,042円   　38万980円

（特別会計への繰出金）

来月（年）への繰り越し

　市財政の基本的収入である市税は、個人市民税や固定資産
税の増加などにより、昨年度より約1.7億円増収の93.9億円と
なりました。市民１人当たりの納めた額は12万6,089円で、
使われたお金は38万7,042円のため、支出した額全体の32.6％
になります。
　多摩26市平均では、市民
１人当たりの納めた額が17
万445円で、使われた額は
37万3,537円のため、支出
した額全体に対して税収の
占める割合が45.6％となっ
ています。清瀬市は他市に
比べ税収が少ない状況にあ
り、地方交付税や国・都か
らの補助金などで支出を賄
っています。

　道路の整備、学校の大規模改造などには多額の経費が必要
となるため、国や都、銀行などから市債として借り入れをし
ています。平成28年度は第三中学校校舎大規模改造やコミュ
ニティプラザ防水改修事業、臨時財政対策債などのために、
総額で14億5,700 万円の市債を発行しました。
　平成28年度末の市債の残高は下表のとおりで、全体では市
民1人当たり25万733円となっています。また、市の貯金で
ある基金は、積み立て額が取り崩し額を3億7,453万円上回
り、残高は39億7,770
万円となりましたが、
市民1人当たりでは5
万3,385円で、26市平均
の7万3,923円と比べ
ると低い水準となって
います。公共施設の整
備や社会保障費など経
常経費の増額に対応す
るため、今後も積極的
に基金への積み立てを
行う必要があります。

　計画に基づいた行財政改革を着実に推進するなど、効率的
な行政運営に努めています。しかしながら、高齢化の進行な
どに伴う扶助費の増加により、義務的経費（支出が義務付け
られているお金で、人件費、扶助費、公債費を合わせたもの）
は近年増加傾向にあります。
　義務的経費は、平
成27年度と比較し
て、保育園運営事業
や臨時福祉給付金給
付事業、自立支援給
付事業などの扶助費
が増加したことによ
り約3.3億 円 増 額し
ました。この義務的
経費の増加が、市の
財政課題となってい
ます。

1 人当たりの納税額と支出額

一般会計の借金は 186 億 8,207 万円

義務的経費は増

	ポイント１

	ポイント2

	ポイント3①

①

②

③

◆①～③の詳しい解説は、右記をご覧ください。

一般会計決算　　　の状況をお知らせします
【平成 28 年度】
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基金と市債の残高の推移

各種基金残高（左目盛り）

市債借入残高（右目盛り）

16.5

193.5 193.7
191.6
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22.4 29.9 32.9 36.0 39.7

義務的経費と職員数の推移
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職員数（左目盛り）
義務的経費（右目盛り）

※職員数は各年度の４月１日現在です。


